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には W -N相互作用の詳 しい情報は明らかになっていない｡その崩壊モー ドの約90%はW-7T'7T~7TOであ
るので､∽メソンの研究には荷電粒子の検出のみならずがを検出するための電磁力ロリメータも必要で
あり実験が大がかりになる｡このことが､∽メソンが関わる研究の立ち後れの一因であろう｡本論文は､
47t電磁力ロリメークFORESTを用いてWメソンを検出し､低エネルギーW-N散乱の情報を引き出すこ
とを目的としている｡低エネルギーW-N散乱のTmatrix (または散乱長等)が求まれば､W-N相互作用
の強さのみならず､wN系と結合する他のチャンネル (例えば7TN)の共鳴状態との混合に関する知見も
得られ､核力の観点のみならず今後のクォーク核物理の研究に重要な一石を投 じることになる｡
実験は､電子光理学研究センターにおいて､液体水素を標的として 1050MeVから1150MeVまでのエネ
ルギ-標識化入射光子ビームを用いて行われた｡エネルギーステップは約 2MeVでrp-wp反応の全断
面積を詳細に約50点測定 した.過去の実験データとしては､Bonn大学のSAPHIR検出器によるものがあ
るが､このエネルギー領域では3点のデータしかない｡低エネルギーW-N散乱の情報を引き出すために
は､Wメソン光生成閥値近傍の詳細なデータが必要である｡研究の手法は､終状態相互作用 (FinalState
lnteraction.･FSI)を利用して低エネルギーW-N散乱を実現させるというものである｡生成闇値近傍では､
終状態 W-Nの相対運動量は非常に小さく､そのためFSIにより低エネルギーW-N散乱が起こる確率が大
きくなる｡最大の入射光子エネルギーに対 してもW-Nの相対運動量は高々 150MeV/Cで､重心系の運動
エネルギーに換算すると26MeV程度である｡本研究では､このFSIによる手法でスピン平均のW-p散乱
長を導出することに成功した｡詳細な実験データによるwIP散乱長の導出は世界初である.
この研究においては､まずWメソンを検出しなければならない｡電磁力ロリメークを用いる場合には､
通常は約 9%の崩壊比を持っW-7TOγを用いてa)メソンを同定するが､FORESTの場合はエネルギー分
解能が悪いためにこの崩壊モードではWメソンを同定できない｡ しかし､何らかの方法でWメソンの同定
ができれば､入射光子のエネルギーステップが非常に細かいことが利用できるとした｡橋本亮は､生成闘
値領域では終状態のWとpは全て前方の限られた領域に放出されることに着目した.FOREST前方検出器
で陽子のエネルギーを精度良く測ることによってWメソンを同定し､FORESTが47T検出器であることを
利用して∽メソンからの崩壊粒子を捕らえることによってバックグラウンドを減らすというアイデアで研
究を進めた｡この方法は見事に成功 した｡電磁力ロリメークFORESTの長所と短所を勘案 し､この検出
器を含む実験環境を極めて巧みに利用したと言える｡
この研究目的のために､3年の歳月を要した電磁力ロリメークFORESTの建設に橋本亮は最初から積極
的に関わりこれを完成させた｡特に､FORESTに組み込む液体水素標的の開発は橋本亮が行い､数々の困
難を乗り越えて非常に安定したシステムを作り上げたことは特筆に値する｡また､質量幅が無視できない
Wメソンの生成閥値近傍では中心値よりも小さい質量のWメソンを扱う｡このため､中心質量生成の閥値
以下でのWメソンの扱い (収量評価)には困難が伴うが､これを独自の手法で克服している.
このように､本論文はWメソン光生成反応の閥値近傍の全断面積を詳細に測定 し､これを用いてW-N
相互作用の散乱長を実験的に導出したことにより､クォーク核物理の分野に新 しい知見をもたらすもので
ある｡また本論文執筆に至る研究活動の実績は､橋本亮が自立して研究活動を行うに十分な高度の研究能
力と学識を有することを示している｡よって､橋本亮提出の論文は､博士 (理学)の学位論文として合格
と認める｡
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